
抗
議
交

こ
の
た
び
政
府
は
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
案
の
国

会
上
程
を
決
定
し
九
。

大
学
の
教
育
・
研
究
、
笥
・
運
営
に
つ
い
て
は
教
育
基
本
法

学
校
教
育
法
、
私
立
学
校
法
等
現
行
の
教
育
関
係
法
令
で
十
分
対

処
が
可
能
で
あ
る
と
確
信
す
る
。

し
か
る
に
殊
更
こ
の
た
び
の
所
謂
大
学
立
法
の
策
定
は
、
大
学

の
国
家
権
力
介
入
を
予
想
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

＼

現
在
の
大
学
紛
争
と
い
え
ど
も
、
国
家
権
力
の
介
入
に
ょ
っ
て

根
本
的
解
決
を
み
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
権
力
の
介
入
は
か
え

つ
て
学
内
紛
争
を
こ
じ
ら
せ
、
学
問
の
自
由
、
大
学
の
自
治
、
学

生
の
民
主
的
自
治
活
動
を
お
び
や
か
す
と
と
も
に
、
特
に
私
学
の

独
自
性
、
自
主
性
の
み
な
ら
ず
よ
き
伝
統
を
破
壊
す
る
虞
れ
が
あ

る
。
依
っ
て
わ
が
学
園
は
、
こ
こ
に
大
学
臨
時
措
置
法
案
に
反
対

の
意
思
を
表
明
し
、
即
刻
撤
回
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
求
す
る
も
の

で
あ
る
。

声
明

わ
れ
わ
れ
は
、
今
回
の
中
央
教
責
驫
会
の
答
申
に
も
と
づ
き

政
府
が
国
会
へ
の
上
程
を
計
画
し
て
い
る
大
学
紛
争
処
理
法
案
に

つ
い
て
、
反
対
憲
志
を
表
明
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
大
学
内
の
紛
争
は
あ
く
ま
で
も
大
学
み
ず
か
ら

の
手
で
解
決
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
早
急
な
権
力
介
入
は

い
九
ず
ら
に
紛
争
を
こ
じ
ら
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
学
問

の
自
由
、
大
学
の
自
治
、
学
生
の
民
主
的
自
治
活
動
を
脅
す
に
い

た
る
こ
と
を
憂
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
、
私
学
の
独
自
性

と
自
主
性
を
侵
す
恐
れ
の
あ
る
大
学
立
法
に
対
し
て
抗
議
す
る
。

昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十
一
日

同
志
社
大
学
学
長
代
行
器
汪
吉

同
志
社
総
長
住
谷
悦
治

同
志
社
理
事
長
秦
孝
治
郎

文
部
大
臣
坂
田
道
太
殿

九
六
九
年
六
月
五
日

(
同
文
の
も
四
靈
焼
豊
石
井
光
盗
殿
宛
に
も
提
出
)

声
明

政
府
が
今
国
会
に
提
出
し
た
「
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
案
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
紛
争
処
理
」
の
た
め
の
法
案
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
立
法
措
置
は
、
か
え
っ
て
大
学
問
題
の
根
本

的
な
解
決
を
さ
ま
た
げ
、
大
学
紛
争
を
こ
じ
ら
せ
る
ば
か
り
で
な

く
、
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
自
由
、
大
学
の
自
治
を
お
か

す
お
そ
れ
が
あ
る
。

よ
っ
て
本
学
教
授
会
は
、
こ
の
法
案
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

政
府
お
よ
び
自
由
民
主
を
対
し
て
つ
よ
く
反
省
を
求
め
る
。

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
日
同
志
社
女
子
大
学
長
越
将
女
雄




